
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セトレマリーナびわ湖 
 

〒524-0102 滋賀県守山市水保町 1380-1 ヤンマーマリーナ内 

Tel：077-585-1125  Fax：077-585-1195 

HP : https://www.hotelsetre.com/biwako/  
 

事業内容： ホテル、レストラン、結婚式場 
 

 

未来につながるホテル宣言第２弾として、資源を循環させる取組
「Circulation Action」―①琵琶湖の森林を守る Action ②規格に満たな
い野菜のフードロスを減らす Action ③琵琶湖の生態系を守る Action―を
企画中。琵琶湖岸にあるホテルとして、琵琶湖の環境保全に対して何ができる
かをお客様と共に考え、行動できるよう取組を続けていきたいと思います。 

セトレグループでは、プラスチック資源循環促進法施行に伴い、深刻化す

るプラスチックごみ問題の解決に貢献するため、2022 年 9 月よりプラご

み ZERO を目指す「ZERO PROJECT」をスタートしました。その第 1 弾

としてホテルで大量に出るプラスチックごみの削減取組を実施することと

し、滋賀県のセトレマリーナびわ湖では以下の取組を行っています。 

 

(1)ペットボトルの廃止 
 

以前、客室の冷蔵庫に用意していた 1 人 1 本のペットボトル入りの水を

廃止し、ウォーターピッチャーを用意しました。各階にウォータースタンドを

設置しているので、ピッチャーに水を汲み、お部屋に持ち込んでいただけま

す。 

 

(2)使い捨てアメニティの削減 
 

歯ブラシ、かみそり、ヘアブラシ等は、予約の段階で持参を呼びかけてお

り、必要な人にはチェックイン時に手渡すことにしました。これまで客室に設

置していたアメニティは、未使用品でも廃棄しておりましたので、本当に必

要なものだけを渡すことでプラスチックごみを始めとするごみの削減につ

ながっています。 
 

また、客室に設置していた１度きりで使い捨ててしまうシャンプーなどの

ミニボトル入りのプラスチック製のアメニティも廃止し、浴室備え付けの大

容量ボトルに置き換えています。 

 

世界のほかの国と比べて日本はアメニティが過剰であり、観光・宿泊業は

環境負荷が高い業界とも言われています。これからの観光・宿泊業界を維

持していくためにも、引き続き、プラスチックごみを始めとするごみ削減や

資源循環の取組など、できることから一歩ずつ取り組んでいきたいと思っ

ています。 

 

セトレマリーナびわ湖 
（守山市） 

ごみゼロめざし、未来につながるホテル宣言！ 取組内容 

プラスチックごみ削減の取組紹介 vol.28 

HPはこちらから 

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合せ 
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課 TEL:077-528-3477 FAX：077-528-4845 

ゼネラルマネージャー

波田 裕明さん 
 

浴室設置の大容量ボトル 

アメニティはチェックイン時に手渡し 

お部屋に持ち込めるピッチャー 

各階設置のウォータースタンド 


